
ERCAとは、Environmental Restoration and Conservation Agency の頭文字を取った環境再生保全機構の略称です。
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自立支援型公害健康被害予防事業（平成20年度より実施）

環境再生
保全機構

国

ソフト3事業
●健康相談事業
   医師・保健師等によるぜん息等に関する相談・指導
●健康診査事業
  乳幼児を対象とした問診等によるぜん息の発症予防のための指導
●機能訓練事業
  ぜん息児等を対象とした水泳訓練教室、音楽訓練教室、ぜん息キャンプ

計画作成事業
●地域の大気環境改善のための計画作成への助成

施設等整備（助成）事業
●医療機器整備（助成）事業　
●大気浄化植樹（助成）事業　

調査研究
●大気汚染による健康影響に関する総合的研究
●局地的大気汚染対策に関する調査研究

知識の普及
●講演会、講習会の開催
●ホームページ、パンフレット等による情報提供
●ぜん息・COPD電話相談室の運営
●ぜん息児水泳記録会の開催　等

研修
●地方公共団体が行う公害健康被害予防事業の
   従事者等に対する研修

公害健康被害予防事業

予防基金
約450億円

大阪・豊中・吹田・堺・守口・東大阪・八尾

四日市・楠町
（楠町は平成17年2月に四日市と合併）

北九州

大牟田

公害健康被害の補償等に関する法律は、本来当事者間で民事上の
解決が図られるべき公害健康被害について補償を行い、公害健康
被害者の迅速・公正な保護を図ることを目的として昭和49年9月に
施行され、著しい大気の汚染が生じ、その影響により気管支ぜん息
等の疾病が多発している地域を第一種地域として指定しました。
昭和63年3月に、大気汚染の状況の変化を踏まえ、第一種地域の
指定が解除され、個人に対する補償から、公害健康被害予防
事業の実施など、地域住民の健康被害の予防に重点を置いた
総合的な環境保健施策が推進されるようになりました。
公害健康被害予防事業は、大気汚染の影響による健康被害の予防
に寄与するために実施しており、これにより地域住民の健康の
確保を図ることを目的としています。
公害健康被害予防事業を実施するために必要な費用は、事業者
等から拠出された拠出金及び国からの出資金により基金を設け、
その運用益により賄うこととされています。事業は、機構が自ら
行う事業（直轄事業）と地方公共団体が行うものに対し助成

公害健康被害予防事業の概要

●大気の汚染に関連のある
 事業活動を行う者

●大気の汚染の原因となる物質を
 排出する施設を設置する事業者

拠出

地方公共団体が行うものに対し助成する事業（助成事業）

備前

倉敷・玉野

尼崎・西宮・芦屋・神戸

する事業（助成事業）からなっています。助成事業の対象地域は、
旧第一種地域41地域と、これに準ずる地域として定められた
6地域の計47地域です（下図参照）。
なお、平成20年度より、環境省から自立支援型公害健康被害
予防事業補助金が交付されています。 

国の財政上の措置

出資

機構が自ら行う事業（直轄事業）

補助金

東京23区
千葉

富士
名古屋・東海

機構が実施、地方公共団体が行う事業に対する助成
ぜん息患者等が日常生活の中でぜん息の予防、健康回復等のために
自己管理を行うことを支援するための事業

横浜・川崎

東京大気汚染訴訟の和解条項に基づき、
東京都が実施する公害健康被害予防
事業に対して、平成20年度に510億円の
うち6 0億円を取り崩して拠出しました。

※

公害健康被害予防事業の概要P1



平成24年度事業実績及び平成25年度事業計画

助成事業

計1,2 18

平成25年度：162,864千円 （平成24年度実績：145,644千円）

事業規模
事業実施地方公共団体数 指導対象リスク児スクリーニング者数（人）血液検査受診者数（人）

26 154,925 630

26 173,115 454

基金事業 ●健康診査　●血液検査

地方公共団体における乳幼児健診の機会等を利用して、
保健師・医師等の問診・診察等により乳幼児のアレルギー
症状の有無等を把握し、ぜん息の発症リスクが高い乳幼児に

健康診査事業

事業費 平成25年度：68,253千円 （平成24年度実績：52,523千円）

事業規模

年度

44

42

15,021

11,171

429

352

115

70

105

95

基金事業 ●集団相談　●集団による健康教室等

健康相談事業
地方公共団体において、医師や保健師、栄養士等による地域
住民の方々を対象としたぜん息等に関する相談事業を行って
います。講演や実技指導を伴う集団教室や集団相談、個別相談、
家庭訪問指導等の事業があります。また、事業の実施にあわせて、

ソフト3事業

※割合については、小数点以下を四捨五入しているため、合計値が100%にならない場合があります。

●個別相談　●家庭訪問指導　
●ピークフローメーターの支給・貸与　●ネブライザーの貸与

平成25年度（計画）
平成24年度（実績）

年度
平成25年度（計画）
平成24年度（実績）

事業実施
地方公共団体数

相談参加者数
（人）

家庭訪問指導者数
（人）

ピークフローメーター
（個）

ネブライザー
（台）

自立支援型
公害健康被害予防事業 ●健康診査により把握されたリスク児に対する指導　●ピークフローメーターの支給・貸与　●ネブライザーの貸与

事業費

（単位：百万円） （単位：百万円）

事務費
220（18%）

調査研究
209（17%）

知識の普及等
258（21%）

施設整備等
70（6%）

ソフト3事業等
461（38%）

ソフト3事業等
506（38%）

施設整備等
109（8%）

知識の普及等
284（21%）

調査研究
135（10%）

事務費
294（22%）

気管支の状態を客観的に把握すること
ができるピークフローメーターの支給
や貸与、ぜん息薬の吸入を補助する
ネブライザーの貸与等も行っています。

ついては発症予防のための適切な
指導等を行っています。

平成24年度実績額 平成25年度計画額

地域住民のぜん息等の発症予防、健康回復に直接つながる事業に重点化を図る観点から、助成事業では、ソソフト3事業（健業（健康
相談事相談事業、健康診査事業及び機能訓練事業健康診査事業及び機能訓練事業）に対して重点的に助成を行っています。

計1,328

自立支援型
公害健康被害予防事業

P2 平成24年度事業実績及び平成25年度事業計画・助成事業



※ソフト3事業の事業実施効果の測定・把握のための調査報告より抜粋（平成24年度調査結果：平成2 4年4月1日～平成2 5年5月末）

QOLの変化行動変容

■行動変容あり　■行動変容なし・不明

事業参加2カ月後における、本人や家族のQOL（Qual i ty 

of  L i f e：生活の質）の変化に関する追跡調査において、
「ぜん息が原因による幼稚園・保育園や学校等の欠席
状況」を尋ねたところ、水泳教室では49.8％の方が、音楽
教室では 37.8％の方が、ぜん息キャンプでは 33.3 %の
方が事業参加後、欠席が減ったと回答しました。

■減った　■増えた　■かわらない 　■不明

［QOLの変化（学校等の欠席や行事不参加の回数）］

健康相談子ども・事後
（n=786）

健康相談成人・事後
（n=603）

水泳教室・事後
（n=1544）

音楽教室・事後
（n=37）

ぜん息キャンプ・事後
（n=529）

100%80%60%40%20%0%

6.2%

18.1%

3.7%

81.9%

93.8%

97.3%

96.6%

96.3%

2.7%

3.4%

ソフト3事業の事業実施効果の測定・把握のための調査
ソフト3事業のより効果的な実施を図るため、地方公共団体
で実施しているソフト3事業の事業対象者に対して、
事業実施後と2カ月後にアンケート調査を実施し、「参加
した事業に対する評価」、「行動変容（事業実施前後における
事業対象者本人や家族の取組の変化）」、「知識の普及・
気づき」、「事業参加前後の事業対象者及び家族の

Q O Lの変化」、「事業対象者本人のコントロール状況の
変化（症状の変化）」を評価指標として、事業実施効果の
把握を行っています。
平成24年度調査の結果でも、事業参加前後の比較で、治
療への取組の改善、学校等の欠席や行事不参加の減少、症
状の軽減等の効果が確認されています。

ぜん息患者の健康の回復、保持、増進、日常生活における自己
管理支援等を目的に、地方公共団体において、医師による健康管理の
もと、水泳訓練教室や、吹奏楽器等を用いて楽しみながら腹式

機能訓練事業
呼吸法を体得させる音楽訓練教室、療養生活上の指導を行い、
体験を通してぜん息に関する知識や日常生活における自己管理の
方法を自ら身に付けるためのぜん息キャンプ事業を行っています。

●15歳未満の者に対する水泳訓練教室、音楽訓練教室、ぜん息キャンプ

●15歳以上の者に対する水泳訓練教室、音楽訓練教室　●自己管理説明会、個別指導　
●ピークフローメーターの支給・貸与　●ネブライザーの貸与

年度

平成25年度（計画）
平成24年度（実績）

水泳訓練教室 音楽訓練教室 ぜん息キャンプ

参加者数（人）事業実施
地方公共団体数 参加者数（人）事業実施

地方公共団体数 参加者数（人）事業実施
地方公共団体数

33 41,150 11 1,213 23 4,593

33 31,479 11 437 24 3,650

平成25年度：256,162千円 （平成24年度実績：234,897千円）

事業規模

健康相談子ども・事後
（n=384）

水泳教室・追跡
（n=1562）

音楽教室・追跡
（n=37）

ぜん息キャンプ・追跡
（n=555）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.6%

52.3% 32.0%14.1%

0.6%

1.2%

48.4%49.8%

2.7%

2.7%

56.8%37.8%

1.8%

0.7%64.1%33.3%

事業費

基金事業

自立支援型
公害健康被害予防事業

ソフト3事業に参加することにより、ぜん息の症状改善に
向けた行動変容（本人や家族の意識や取組の変化）に
つながったかどうかについて、事後調査を実施。健康相談
（成人）参加者の80％以上の方に、そのほかの事業参加者
では 9 0％以上の方に、事業参加により何らかの意識や
取組の変化が見られました。
※参加者が事業参加を契機に行うようになった取組のうち、いずれか
一つ以上を選んだ方を「行動変容あり」とし、その割合を求めました。

助成事業

P3 助成事業

















パンフレット

ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」

思春期にぜん息の君へ  2013年改訂版

ぜん息やCOPD、大気環境を改善するための取組等に関する最新の情報を、パンフレットやホームページを通じて提供しています。

ぜん息・C O P Dに関する最新情報や大気環境改善に関する情報に
ついては、ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」でも
提供しています。ホームページでは、パンフレット類の申し込みや、
予防事業として実施する講演会等の開催情報の確認等も行う
ことができます。また、子ども向けのページや動画等のW E B

ならではのコンテンツも提供しています。

ぜん息・COPD電話相談室
ぜん息・C O P D患者などの個々の事例に特化した相談に応えるぜん息・C O P D電話相談室を設置し、看護師、
専門医が相談に対応しています。

〒212-8554 神奈川県川崎市幸区大宮町1310　ミューザ川崎セントラルタワー
予防事業部管理課 TEL:044-520-9564（ダイヤルイン）　FAX:044-520-2134

すこやかライフ　No.42

大気環大気環境・ぜん息などの情報館ぜん息などの情報館 検索検索

ぜんぜん息・COPD COPD 電話相談室電話相談室 検索検索

パンパンフレット
お電話で申し込まれる場合は場合は

F A Xで申し込まれる場合はで申し込まれる場合は

ホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」からメールによる相談も受け付けています。

0 4 40 4 4 - 5 25 2 0 - 213 4

0 4 40 4 4 - 5 2 05 2 0 - 9 5 6 86 8

大気環大気環境・ぜん息などの情報館ぜん息などの情報館 検索検索
http://www.erca.go.jp/yobou/http://www.erca.go.jp/yobou/

ぜん息学習帳

情報提供

0120-598014
フリーダイヤル こ き ゅ う は い ～ よ

受付曜日・時間
月～金 9:00～17:00 （祝日は除く） 0120-598099FAX

ぜん息・C O P Dの予防と健康の回復に役立つ最新の医学情報、調査・研究情報、地域の先進的
事例などを掲載した情報誌を定期的（年2回）に発行しています。最新号では、「長引くせきに
ご用心！」をテーマにした特集記事や、「食物アレルギーのための知っておきたい食品表示の
見方」等を紹介しています。（平成 2 5年 9月発行）

思春期におけるぜん息では、ぜん息の管理が親から本人に移行し、アドヒアランスの低下などの問題が
増加する時期です。ぜん息の病態をよく理解し対応することがぜん息の治療や自己管理のうえで
大変重要です。この冊子は、ぜん息を持つ方だけでなく、保護者や周囲の方、医療関係者が読んでも
よくわかるように工夫して作成しました。（平成 2 5年 7月発行）

ぜん息児のアドヒアランスや自己管理意識の向上を支援するために、ぜん息児自らぜん息に関する
正しい知識を身に付けながら学ぶ学習教材（紙媒体及びウェブコンテンツ）です。ファイリング形式の
ため、必要な部分を抜き出して使用する等の柔軟な使い方が可能です。（平成 2 5年 9月発行）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 125
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.49600
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 125
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.49600
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (U.S. Web Coated \(SWOP\) v2)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




